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 熱可塑性炭素繊維複合材料 (以下、熱可塑性CFRP)中間基材の生産速度向上のため，熱可塑エポキシ樹脂

をモノマー状態で炭素繊維束に含浸し，高速重合する成形手法の検討を行った。最初に，熱可塑エポキシ

モノマーの溶融粘度とポリプロピレン (PP)の溶融粘度から炭素繊維束への各樹脂の含浸速度を計算した結

果，モノマーは PPの約 103倍の速度で炭素繊維束に含浸できる可能性が示唆された。さらに，炭素繊維織

物へのモノマーの塗布方法を検討した結果，平面塗布よりも直線塗布の方が熱可塑性 CFRPの成形時に発

生したボイドが少ないことが分かった。最後に，熱可塑性エポキシモノマーの重合時間を短縮化させるた

めに， 2種類の重合触媒を検討した結果，リン系触媒を用いて成形した熱可塑性 CFRPは， 900 MPa以上の

曲げ強度を維持しつつ， 2.5分という短時間で成形できることを確認した。  
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